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第 6 章 結論
技の指導では、基本技の段階でその発展技の習得を見据えた指導を行うことが重要であり、
学校体育のように 1 つの技に多くの練習時間を設けることが難しい指導現場では、効率の良
い指導が求められ、その点からも基本技の段階で発展技の習得を見据えた指導を行うべきと
いえと結論付けている。
本論文第2章の研究は、以下の学術雑誌に掲載された。
・佐藤友樹、土屋純（2014）マット運動における「前転ファミリー」の技の評価に関する研究、
スポーツ科学研究、11、159-170
本論文で特に評価すべき点は、マット運動の技の習得レベルに対してこれまでに明確なも
のがなかった評価基準を作成し、その評価基準を用いることによって学習者が習得すべき技
術を明確にできるようにしたことと、その技術を習得するための練習方法を事例で示したこ
とである。運動能力の低下が言われて久しいわが国の小学生にとって、学校における体育授
業は非常に重要な運動の機会であるが、その学校体育における運動意欲の醸成には、運動課
題の達成が必要となる。指導が難しいと言われがちな器械運動において、本論文で示した評
価基準の利用が大きく寄与すると思われる。
以上のことから、本審査委員会は、本論文が「博士（スポーツ科学）」の学位を授与する
に十分値するものと認める。
以 上
